
１１

開
催
日
時

平
成
２０
年
１０
月
１９
日（
日
）

午
後
１
時

開
催
場
所

弥
彦

み
の
や

出
席
理
事

２９
名

欠
席
理
事

１
名

出
席
監
事

１
名

欠
席
監
事

１
名

他
出
席
者

近

寅
夫（
講
師
会
運
営

委
員
長
）、直
井
公
宏（
Ｆ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
運
営
委
員
）

議

長

池

寅
善

議
事
録
作
成
理
事

丸
山

則
夫

理
事
長
あ
い
さ
つ

報
告
事
項
に
先
立
ち
、
第
１１
号
議
案

平
成
２０
年
度
後
継
者
育
成
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
美
容
組
合
意
識
改
革
研

修
会
を
行
い
、
第
１
部
新
潟
労
働
局
今

泉
和
仁
氏
よ
り
『
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
』、
第
２

部
社
会
保
険
労
務
士
立
川
入
子
氏
よ
り

『
職
場
の
社
会
保
険
に
つ
い
て
』
の
講

演
を
拝
聴
し
た
。（
３
面
に
内
容
掲
載
）

報
告
事
項

１

指
導
セ
ン
タ
ー
後
継
者
育
成
支
援

事
業
協
議
委
員
会
に
つ
い
て

理
事
長
よ
り
報
告

２

全
美
連
創
立
５０
周
年
式
典
に
つ
い

て
副
理
事
長
よ
り
報
告

３

県
理
容
師
美
容
師
指
導
者
研
修
会

に
つ
い
て

４

第
１８
回
美
容
師
及
び
理
容
師
国
家

試
験
の
結
果
に
つ
い
て

以
上
、
教
育
部
長
よ
り
報
告

質

疑

理
事
…
国
家
試
験
の
合
格
率
が
非
常
に

悪
い
の
は
な
ぜ
か
。

運
営
委
員
長
…
国
家
試
験
の
実
技
試
験

委
員
と
し
て
答
え
さ
せ
て
頂
く
が
、
こ

の
時
期
の
受
験
者
は
大
半
が
通
信
生
で
、

例
年
合
格
率
は
低
い
。
今
回
は
第
１
課

題
が
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
が
、

勤
務
し
な
が
ら
の
通
信
生
に
と
っ
て
は

練
習
量
が
足
り
ず
、
時
間
が
間
に
合
わ

な
い
、
巻
き
方
が
雑
等
で
合
格
ラ
イ
ン

に
届
か
な
い
。
し
ん
び
会
で
国
家
試
験

の
受
験
対
策
科
が
あ
る
の
で
、
支
部
・

地
区
で
声
掛
け
を
し
て
利
用
し
て
頂
き

た
い
。

議
長
以
上
の
報
告
事
項
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
他
に
異
議
無
く
承
認

さ
れ
た
。

議

題

第
１
号
議
案

平
成
２０
年
度
上
半
期
収

支
決
算
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て

経
理
部
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き
、

一
般
、
共
済
会
、
事
業
部
、
し
ん
び
会

各
会
計
に
つ
い
て
上
半
期
に
お
け
る
予

算
の
執
行
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
監
査
よ
り
、
１０
月
６
日
に
各

事
項
に
つ
い
て
監
査
し
た
と
こ
ろ
、
内

容
は
適
正
で
あ
っ
た
旨
報
告
が
な
さ
れ

た
。

質

疑

理
事
…
貸
借
対
照
表
の
仮
払
金
と
事
業

部
の
雑
収
入
の
内
容
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

経
理
部
長
…
仮
払
金
は
東
海
北
信
越
美

容
研
修
会
の
経
費
に
つ
い
て
一
般
会
計

よ
り
仮
払
い
と
し
て
い
る
。
す
べ
て
終

了
後
精
算
を
す
る
。
事
業
部
の
雑
収
入

は
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
購
読
料
、
日
通
ク
ー
ポ

ン
券
、
日
本
ク
リ
ー
ン
サ
ロ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
各
手
数
料
で
あ
る
。

議
長
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
他
に
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

'08
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ

Ｆ
ａ
ｓ

ｈ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
仮
決

算
並
び
に
反
省
会
に
つ
い
て

教
育
・
経
理
の
各
部
長
よ
り
別
紙
資

料
に
基
づ
き
説
明
並
び
に
報
告
が
さ
れ
、

剰
余
金
の
内
約
半
額
を
青
年
組
織
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
活
動
費
と
す
る
こ
と
を
ご
承

認
頂
き
た
い
旨
提
案
さ
れ
た
。

質

疑

監
事
…
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
活
動
費
の
使
途

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

経
理
部
長
…
教
育
部
の
管
轄
と
し
て
、

年
度
末
の
決
算
報
告
を
す
る
。

監
事
…
組
合
の
常
識
を
度
外
視
し
た
自

由
な
遣
い
方
が
出
来
る
よ
う
常
任
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
頂
き
た
い
。

理
事
…
反
省
会
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を

報
告
頂
き
た
い
。
全
美
連
指
定
の
カ
ッ

ト
＆
ブ
ロ
ー
の
ウ
ィ
ッ
グ
は
眉
・
目
が

消
せ
ず
残
る
の
で
、
改
善
す
る
よ
う
全

美
連
に
意
見
を
上
げ
て
頂
き
た
い
。
県

の
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る

の
で
、
応
援
の
為
の
垂
れ
幕
を
作
成
し

て
頂
き
た
い
。

経
理
部
長
…
応
援
幕
を
発
注
済
み
で
あ

る
。

教
育
部
長
…
競
技
大
会
で
は
、
過
去
２

年
間
に
比
較
し
て
各
委
員
は
一
生
懸
命
、

自
主
的
な
考
え
を
持
っ
て
動
い
て
く
れ

た
。
反
省
会
で
は
大
き
な
問
題
点
は
上

が
ら
な
か
っ
た
が
、
も
う
少
し
細
か
な

打
合
せ
を
行
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を

行
い
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ッ
グ
に
関
し
て
は
、
全
美
連
に
要

望
と
し
て
出
し
て
い
き
た
い
。

議
長
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

厚厚
生生
労労
働働
大大
臣臣
表表
彰彰
受受
賞賞
のの
ごご
挨挨
拶拶

南
魚
沼
支
部

林

綾
子

十
月
二
十
八
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
き
ま
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
組
合
の
皆
様
か
ら
御

推
薦
を
頂
き
ま
し
た
事
を
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
頂
け
る
賞
と
は
思
っ
て
も
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
様
よ
り
少
し

だ
け
永
く
生
き
て
、
ま
だ
現
役
で
働

い
て
い
る
私
に
対
し
て
の
暖
か
い
励

ま
し
と
心
遣
い
と
思
い
素
直
に
お
受

け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

年
だ
け
は
不
足
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
何
か
と
皆
様
に
御
迷
惑
を
か
け
る

ば
か
り
で
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
新
潟
県
美
容
組
合
の
一
員

と
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第
三
回
理
事
会
議
事
録

��������������������������������������������������������

▼
私
は
昭
和
二
十
七
年
五
月

に
店
を
持
っ
た
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
の
私
は
、
中
央
に
勉
強

に
出
る
こ
と
が
当
た
り
前
…

そ
ん
な
時
必
ず
聞
か
れ
ま
す
。

「
先
生
は
ど
こ
か
ら
来
た

の
？
」「
私
で
す
か
？
…
新

潟
か
ら
で
す
。」
と
答
え
る

と
決
ま
っ
て
返
事
は

「
わ
ぁ
！
遠
い
わ
ね
。
新
潟

は
寒
い
で
し
ょ
う
。
雪
が
一
杯
降
る

で
し
ょ
う
。」
あ
ま
り
良
い
感
じ
は

し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
が
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
…
「
先
生
は
新
潟
な
の
、
い
い
わ

ね
。
お
米
、
お
酒
や
日
本
海
の
お
魚
、

お
い
し
い
で
し
ょ
う
。」
と
言
わ
れ
、

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
の
だ
。
新
幹

線
が
あ
る
、
温
泉
も
日
本
で
三
番
目

に
多
い
と
か
…
そ
ん
な
中
、
九
年
に

一
度
廻
っ
て
く
る
東
海
北
信
越
美
容

研
修
会
新
潟
大
会
が
実
施
さ
れ
、
月

岡
温
泉
「
華
鳳
」
と
「
泉
慶
」
を
貸

切
で
約
千
三
百
人
と
い
う
今
ま
で
に

な
い
最
高
の
人
数
が
新
潟
に
押
し
寄

せ
た
。
嬉
し
い
悲
鳴
で
す
。
何
は
と

も
あ
れ
、
新
潟
県
組
合
員
（
大
勢
参

加
）、
組
合
役
員
（
事
務
員
）、
ホ
テ

ル
従
業
員
が
三
者
一
体
と
な
っ
て
無

事
終
了
し
た
。
さ
す
が
新
潟
、
魅
力

あ
る
所
と
ま
た
強
く
思
っ
た
。

▼
で
も
天
災
が
多
い
か
な
？
中
越
沖

地
震
か
ら
一
年
あ
ま
り
、
元
に
戻
る

に
は
ま
だ
ま
だ
歳
月
が
か
か
り
そ
う
。

▼
十
月
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
だ
木
枯

ら
し
が
来
な
い
。
何
気
な
く
ス
ー
パ

ー
に
足
を
向
け
た
。
ず
い
ぶ
ん
混
ん

で
い
る
。
商
品
は
全
部
割
引
に
な
っ

て
い
る
。
巨
人
が
優
勝
し
た
か
ら
だ

と
言
う
。
次
は
日
本
シ
リ
ー
ズ
だ
。

な
か
な
か
簡
単
に
は
い
か
な
い
と
思

う
。
西
武
が
優
勝
す
れ
ば
西
武
デ
パ

ー
ト
。
巨
人
で
あ
れ
ば
三
越
、
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
が
身
近
に
あ
る
。
又

巨
人
を
応
援
し
た
い
。
勝
負
の
世
界

は
何
れ
も
共
通
点
が
あ
る
。
私
達
の

技
術
コ
ン
ク
ー
ル
も
同
じ
。
皆
選
ば

れ
て
出
場
し
て
来
る
。
甲
乙
つ
け
が

た
い
。
寸
分
の
ミ
ス
が
致
命
傷
に
な

る
。
日
本
シ
リ
ー
ズ
も
私
達
の
全
国

大
会
も
…
。
こ
の
美
容
に
い
が
た
が

出
る
頃
に
は
何
れ
か
に
結
論
が
出
て

い
る
。
皆
頑
張
っ
て
！

Ｙ
・
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組
合
本
部
事
務
局
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
３
号
議
案

平
成
２１
年
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き

説
明
が
な
さ
れ
た
。

質

疑

理
事
…
第
３
回
理
事
会
は
日
曜
日
を
外

し
、
一
泊
は
や
め
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

運
営
委
員
長
…
来
年
の
全
国
大
会
は
１０

月
２０
日
（
火
）
の
予
定
な
の
で
、
変
更

が
必
要
な
の
で
な
い
か
。

理
事
長
…
一
泊
理
事
会
を
取
り
止
め
る

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
年
に
１
回
、
親

睦
を
兼
ね
て
行
な
っ
て
い
る
意
図
を
理

解
し
て
頂
き
た
い
。

総
務
部
長
…
第
３
回
理
事
会
に
つ
い
て
、

日
程
及
び
一
泊
と
す
る
か
は
未
定
と
変

更
し
、
次
期
役
員
の
意
向
で
決
定
し
た

い
が
い
か
が
か
。

監
事
…
新
役
員
が
決
議
す
る
に
は
無
理

が
あ
り
、
ま
た
役
員
が
決
定
し
て
か
ら

の
決
議
で
は
来
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
が
間
に
合
わ
な
い
。
継
続
行
事
と
し

て
こ
の
場
で
決
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
。理

事
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
引
き
続
き
一
泊
理
事
会
と
す
る

事
で
承
認
さ
れ
、
ま
た
開
催
時
期
に
つ

い
て
は
執
行
部
一
任
と
す
る
事
で
承
認

さ
れ
た
。

議
長
第
３
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
他
に
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

青
年
組
織
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
の
活
動
に
つ
い
て

運
営
委
員
よ
り
今
年
度
活
動
並
び
に

今
後
の
計
画
及
び
検
討
課
題
が
報
告
さ

れ
た
。

質

疑

理
事
…
ど
の
業
界
も
活
性
化
に
は
若
い

力
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
組
合
離
れ
が

大
問
題
と
な
っ
て
お
り
青
年
組
織
が
活

発
に
活
動
し
な
い
と
衰
退
し
て
い
く
。

組
合
か
ら
十
分
な
援
助
を
し
、
理
事
会

に
も
出
席
し
、
活
動
報
告
を
行
な
い
、

組
合
に
対
す
る
忌
憚
の
な
い
意
見
を
聞

き
た
い
。
競
技
大
会
の
剰
余
金
を
分
け

る
の
で
な
く
、
年
間
の
予
算
付
け
を
し

組
織
の
格
付
け
を
す
る
こ
と
が
長
い
目

で
見
れ
ば
組
合
の
発
展
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
。

教
育
部
長
…
大
変
貴
重
な
ご
意
見
で
有

難
い
。
今
後
予
算
付
け
に
関
し
て
も
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
長
第
４
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
原
案
通
り
と
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

第
２８
回
東
海
北
信
越
美

容
研
修
会
仮
決
算
並
び
に
反
省
に
つ

い
て

経
理
部
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き

説
明
並
び
に
報
告
が
な
さ
れ
、
教
育
部

長
よ
り
研
修
会
・
懇
親
会
の
写
真
を
含

む
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
各
支
部
に
配
付
さ
れ
た
。

引
き
続
き
運
営
委
員
長
よ
り
、
役
員
は

一
致
団
結
し
運
営
に
取
り
組
み
、
参
加

者
が
大
満
足
で
帰
ら
れ
、
大
成
功
で

あ
っ
た
と
思
う
。
唯
一
時
間
的
に
余
裕

が
な
か
っ
た
事
が
残
念
で
あ
る
と
反
省

点
・
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

議
長
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

'09
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ

Ｆ
ａ
ｓ

ｈ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
に
つ

い
て

教
育
部
長
よ
り
第
３
号
議
案
で
承
認

さ
れ
た
通
り
、
会
場
を
押
さ
え
る
都
合

上
既
に
８
月
２４
日
（
月
）
新
潟
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
す
る
と

決
定
し
た
事
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、

今
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
計
画
を
立
て

て
い
き
た
い
。

第
７
号
議
案

全
美
連
評
価
認
定
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
試
験
・
講
習
会
に
つ
い
て

教
育
部
長
よ
り
メ
イ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
２
級
の
講
習
３
日
間
コ
ー
ス
の
希
望

者
が
現
在
８
名
い
る
。
１１
／
４
、
１１
／

１０
、
１２
／
１
、
試
験
１２
／
８
の
日
程
で

行
な
う
が
、
１０
名
い
る
事
が
望
ま
し
い

の
で
参
加
者
募
集
に
ご
協
力
頂
き
た
い
。

先
回
全
美
連
よ
り
メ
ニ
ュ
ー
導
入
編
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
各
支
部
へ
配
付
さ
れ
た
が
、
今

回
は
サ
ロ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
編
を
配
付
す

る
の
で
制
度
普
及
に
お
役
立
て
頂
き
た

い
。

質

疑

理
事
…
競
技
大
会
で
今
年
中
止
に
な
っ

た
種
目
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
種
目
を

開
催
し
、
よ
り
大
き
な
大
会
と
な
る
よ

う
改
善
し
て
い
っ
て
頂
き
た
い
。

理
事
…
ネ
イ
ル
で
事
故
が
発
生
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
消
毒
等
気
を
つ
け

て
指
導
し
て
頂
き
た
い
。

理
事
長
…
新
潟
県
で
は
ま
だ
ネ
イ
ル
の

講
習
は
実
施
し
て
い
な
い
の
で
問
題
点

は
耳
に
入
っ
て
来
な
い
が
、
全
美
連
に

要
望
と
し
て
伝
え
る
。

議
長
第
７
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
他
に
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
８
号
議
案

全
美
連
総
合
福
祉
共
済

制
度
に
つ
い
て

厚
生
部
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き

今
回
の
加
入
促
進
運
動
の
結
果
報
告
が

な
さ
れ
た
。
年
間
を
通
し
て
更
に
加
入

促
進
の
為
に
支
部
で
引
き
続
き
努
力
し

て
頂
き
た
い
。
引
き
続
き
事
務
局
よ
り
、

特
別
給
付
金
の
申
請
に
あ
た
り
現
在
支

部
長
経
由
で
書
類
を
お
渡
し
頂
い
て
い

る
が
提
出
書
類
に
不
備
な
場
合
が
多
い

の
で
、
請
求
の
あ
る
場
合
は
直
接
事
務

局
よ
り
申
請
者
へ
書
類
を
送
り
、
説
明

を
行
っ
た
上
で
提
出
し
て
頂
く
よ
う
変

更
し
た
い
。
申
請
者
か
ら
連
絡
が
あ
っ

た
際
に
は
事
務
局
へ
連
絡
を
頂
き
た
い
。

ま
た
４０
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
の
給
付

請
求
は
単
独
項
目
を
受
け
ら
れ
た
方
は

合
計
し
て
請
求
頂
け
る
事
を
説
明
し
て

頂
き
た
い
。

議
長
第
８
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
９
号
議
案

組
合
加
入
促
進
並
び
に

脱
退
防
止
活
動
に
つ
い
て

組
織
部
長
よ
り
、
不
況
の
中
で
厳
し

い
状
況
で
あ
る
が
、
業
権
を
守
る
為
の

『
数
の
力
』＝

『
組
織
力
』
の
重
要
性

を
支
部
に
お
い
て
も
細
か
く
伝
え
、
加

入
促
進
並
び
に
脱
退
防
止
に
ご
尽
力
頂

き
た
い
。
引
き
続
き
理
事
長
よ
り
、
別

紙
資
料
を
脱
退
防
止
の
参
考
に
し
て
頂

き
た
い
。

質

疑

理
事
…
全
美
連
の
組
織
・
法
制
委
員
会

の
資
料
に
他
県

で
は
組
合
員
の

高
齢
化
の
対
策

と
し
て
組
合
費

の
減
額
と
あ
る

が
、
新
潟
県
で

も
行
な
う
予
定

は
あ
る
の
か
。

理
事
長
…
年
齢

に
よ
る
一
律
減

額
で
は
な
い
が

行
な
っ
て
い
る

県
も
あ
る
。
組

合
運
営
に
支
障

を
き
た
す
よ
う

で
は
問
題
と
な

る
の
で
、
各
支

部
事
情
を
踏
ま

え
今
後
の
検
討

課
題
と
な
る
と
思
う
。

議
長
第
９
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
１０
号
議
案

営
業
約
款
新
規
登
録
促

進
に
つ
い
て

組
織
部
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き

説
明
が
な
さ
れ
、
消
費
者
の
保
護
の
趣

旨
を
ご
理
解
頂
き
、
営
業
約
款
の
再
登

録
・
新
規
登
録
促
進
を
図
っ
て
頂
き
た

い
。議

長
第
１０
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
１１
号
議
案

平
成
２０
年
度
後
継
者
育

成
支
援
事
業
に
つ
い
て

理
事
長
よ
り
、
指
導
セ
ン
タ
ー
の
承

認
を
頂
き
既
に
『
美
容
学
校
生
、
美
容

学
校
教
職
員
、
美
容
組
合
に
よ
る
懇
談

会
』
を
実
施
し
、
本
日
『
意
識
改
革
研

修
会
』
を
開
催
し
た
。
今
後
も
『
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
導
入
検
討
会
』
を

開
催
し
３
カ
年
計
画
で
後
継
者
育
成
の

為
の
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い
く
の
で

ご
協
力
頂
き
た
い
。

議
長
第
１１
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
１２
号
議
案

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
組
合
員
全

員
購
読
に
つ
い
て

事
業
部
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き

説
明
が
な
さ
れ
、
組
合
員
の
為
の
雑
誌

で
あ
る
の
で
全
員
購
読
を
目
標
に
ご
協

力
頂
き
た
い
。

議
長
第
１２
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
１３
号
議
案

そ
の
他

①
平
成
２０
年
度
役
員
給
与
支
給
に
つ
い

て
②
平
成
２０
年
度
地
区
協
議
会
費
支
給
に

つ
い
て

③
平
成
２０
年
度
脱
退
者
に
対
す
る
出
資

金
返
金
に
つ
い
て

経
理
部
長
よ
り
①
②
は
本
日
支
給

し
た
、
③
に
つ
い
て
は
期
日
ま
で
に

手
続
方
を
お
願
い
し
た
い
と
の
提
案

が
経
理
部
長
よ
り
な
さ
れ
、
ま
た
本

日
新
規
組
合
員
の
出
資
証
券
を
配
付

し
た
。

④
簡
易
帳
簿
の
斡
旋
に
つ
い
て

事
業
部
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ

き
提
案
が
な
さ
れ
た
。

⑤
組
合
加
入
諾
否
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
６
月
〜
９
月
に
お

い
て
新
規
３
件
、
脱
退
は
廃
業
７
件
、

死
亡
１
件
、
自
己
都
合
９
件
計
１７
件

が
提
案
さ
れ
た
。

⑥
日
通
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
及
び
日
本
ク

リ
ー
ン
サ
ロ
ン
サ
ー
ビ
ス
消
毒
器
支

部
手
数
料
配
分
金
つ
い
て

事
業
部
長
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、

次
回
４
月
理
事
会
で
１
年
分
を
支
給

す
る
。
日
通
旅
行
に
つ
い
て
、
新
潟

旅
行
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
東
京
旅
行
支
店
に

て
対
応
す
る
。

⑦
平
成
２２
年
度
全
日
本
美
容
技
術
選
手

権
大
会
開
催
地
募
集
に
つ
い
て

理
事
長
よ
り
全
美
連
に
お
い
て
２１
年

度
は
石
川
県
、
２２
年
度
は
岡
山
県
と
決

定
し
た
が
、
新
潟
県
と
し
て
の
２３
年
度

以
降
に
対
す
る
意
見
を
伺
い
た
い
。

質

疑

監
事
…
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
前

も
っ
て
計
画
し
て
は
ど
う
か
。
全
国
大

会
が
当
県
で
開
催
と
な
れ
ば
県
の
競
技

大
会
へ
の
出
場
者
増
に
好
影
響
な
の
で

は
な
い
か
。

⑧
そ
の
他

・
日
本
標
識
に
つ
い
て

事
業
部
長
よ
り
最
終
的
な
結
果
報

告
ま
で
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
頂
き
た

い
。

・
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
研
修
会
に
つ
い
て

総
務
部
長
よ
り
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ

の
発
生
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
新
潟

市
保
健
所
主
催
の
研
修
会
に
常
任
理

事
で
出
席
し
た
。
成
虫
・
幼
虫
を
駆

除
す
る
ス
ミ
ス
リ
ン
シ
ャ
ン
プ
ー
・

パ
ウ
ダ
ー
、
卵
駆
除
の
ク
シ
が
薬
局

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
各
管
轄
の
保

健
所
等
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
適
切

に
対
応
し
て
頂
き
た
い
。（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
検
索
に
よ
り
ア
タ
マ
ジ
ラ

ミ
の
説
明
や
ス
ミ
ス
リ
ン
シ
ャ
ン
プ

ー
の
通
信
販
売
も
載
っ
て
い
る
）

議
長
第
１３
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

以
上
で
全
議
案
終
了

午
後
５
時
２０
分

ププロロのの技技術術ををおお手手伝伝いい

素敵なブライダルをコーディネイト
■新津店
新潟市秋葉区新津本町１丁目TEL（0250）24-3355

■新潟店
新潟市中央区神道寺２丁目TEL（025）246-7322

●共済会（請求期限：事由発生から６ヶ月以内）

給付金額（円）

０

０

１００，０００

１００，０００

６０，０００

１００，０００

０

３６０，０００

●全美連総合福祉共済 特別給付金
（請求期限：事由発生から１年以内）

給付金額（円）

０

０

４０，０００

０

０

２０，０００

０

０

０

２０，０００

１１０，０００

８０，０００

２７０，０００

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
１ヶ月～１ヶ月半かかります。ご了承下さい。

平成２０年度 各種給付状況（１０月）

件数

０

０

１

２

３

１

０

７

件数

０

０

２

０

０

１

０

０

０

２

１１

８

２４

給付項目

１．火災見舞金

２．災害見舞金

３．死亡弔慰金

４．配偶者死亡弔慰金

５．傷病見舞金（１０日以上入院）

６．慰労金

７．敬老祝金

計

給付項目

１．配偶者死亡弔慰金

２．子供死亡弔慰金

３．入院療養見舞金

４．長寿祝金

５．結婚祝金

６．第１子誕生祝金

７．子供誕生祝金

８．銀婚祝金

９．金婚祝金

１０．古希祝金

１１．還暦祝金

１２．人間ドック補助金

計

（２）（昭和４３年７月２日第三種郵便物認可）第６４２号美 容 に い が た平成２０年１１月２０日
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合
本
部
事
務
局
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す

地元業者による新しい互助会

県 美 容 組 合 推 薦

越 路 互 助 会

お問合せは 三 条 鶴 亀 社
三条市本町１－７－４ TEL０２５６－３４－１２３１

■事業継承
県央地域の中小企業のお話です。父親が一代で築き上げた集塵装置関連の
会社には１０数名の社員さんが働いています。長男は、大学卒業後に畑違いの大
手パチンコチェーンに入社し、実力主義の中、わずか２年で店長を任された有
能な頑張り屋です。商売柄、性質の悪い顧客との揉め事や、若い店長が故に生
じた店員との摩擦など様 な々経験を積みました。ある事件を契機に、彼は８年で
退職し、父の会社へ入社する事と成りました。しかし、組織的な大企業と違う社内
は、良く言えば自由、言い換えれば無法地帯。管理、マニュアル一切無し、無駄
やムラの山積み。彼は、非効率的な職場をさげすみました。
ホームページでの問合せが増えた当時、県外客の担当を任された彼は、頑
張って順調に売上を伸ばして行きます。自分にしか出来ない仕事、しかも売上が
一番に成った頃、他の社員の欠点ばかりが目に付き、苛立ちを露わにします。社
内で摩擦の始まりでした・・・・。しかし、今夏からの不景気で県外の受注が減り、
彼の売上は激減しました。“自分の売上でもっている会社の一大事！”と焦る彼を
横目に、県内担当の社員はコツコツ売上を創り続けます。今、全体の売上は、予
算どおり。誰も彼を責めもせず、いつもの様に自分の持ち場で精一杯、頑張り続
けています。彼の苛立ちが、後継者としての責任感の裏返しという事を皆は知っ
ているからです。いつも信頼し、自分達を黙って見守り続けくれる社長の様に、後
継者の成長を待っています。彼は、「社長と先輩社員が築いていたのは“自由”と
一緒に“責任”を持ち合わせている関係だった事」に気付き、あらためてこの社風
を引継げる後継者に成る決意をしました。力まずに話せる様になった彼の傍らで、
黙ってニヤニヤしているお父さんがいました・・・。

YUMEの世界へ
―極上のリラクゼーションを実現―

三条 0256-32-0974
新潟 025-286-8455株式会社 野田

� � � � � � � � 	 
 �

－職場の社会保険について－

社会保険労務士 立川 入子 氏

健康保険・厚生年金保険について、法人事業所の場合は強制加入、
個人事業所の美容室は任意加入となっている。保険料は事業主と従業
員が折半する。
健康保険の給付は、標準報酬の２／３を１年６ヶ月間支給する傷病
手当金、同じく産前６週産後８週支給する出産手当金等がある。
厚生年金の給付は老齢年金・障害年金・遺族年金等があり、健康保
険・厚生年金は国民健康保険や国民年金よりも高額な給付金となる場
合が多い。

労働保険（労災・雇用保険）は、一定の条件を満たし、事業主も加
入できる。保険料は、労災保険は全額事業主負担、雇用保険は負担率
に応じ、事業主と従業員がそれぞれ負担する。
労災保険の給付には、療養補償給付・休業補償給付・障害補償年金
・遺族補償給付等がある。
雇用保険の給付は、失業給付・教育訓練給付・雇用継続給付（育児
休業給付・介護休業給付・高年齢継続給付）等があり、雇用保険適用
事業主に対し、中小企業子育て支援事業助成金等の助成金もある。

少子化の中、労働環境並びに社会保険制度を整備し、安心して働け
る職場作りを心がけ、人材の確保に役立てていただきたい。

－ジュニア・インターンシップ
制度について－

新潟労働局職業安定課
職業紹介係長 今泉 和仁 氏

新潟県の若年者の失業率は全国平均に比べ極めて高くなっており、
就職後３年以内の離職率はおよそ中卒７割、高卒５割、大卒３割（七
五三現象）と早期離職傾向が見受けられ、いきおい、フリーターがど
んどん増加している。
フリーターや若年無業者の増加は、新しい技術・技能を身につける
ことができないほどの本人に係るデメリットにとどまらず、将来の日
本の経済力や社会保障制度の維持といった面からも憂慮すべき問題で
ある。
そこで、若年者の職業観・就労意識の稀薄化を防止し次代を担う人
材育成のために、『ジュニア・インターンシップ制度』に事業主の方々
からご協力をいただきたい。

『インターンシップ』とは、「学生が在学中に自らの専攻や将来の
キャリアに関連した就業体験を行うこと」と定義されており、県内で
は、『インターンシップ』は浸透しつつあり、大学等学校関係者・企
業・関係団体が連携し大きな成果をあげているが、高校生以下を対象
とした『ジュニア・インターンシップ』はまだ認知度が低く、これか
らという状況である。

企業（事業主・店舗）にとって、地域の若年者を育てる、社会貢献
に積極的であるとイメージがアップし、学校や生徒・その家族に存在
がアピールでき、業績に寄与する可能性が高まるとともに、優秀な人
材確保への道筋となる。また、教えることによって自分を振り返るきっ
かけとなり、社会の活性化になる。ハローワークや学校との関係が構
築され、業界の意見を伝えやすくなる等多くのメリットが生じる。

実際の就業体験が無理な場合
は、『職場見学会』『職業講話（今
実際働いている人が学校へ出向
いて、仕事の厳しさや喜び、求
められる人物像等を話す）』等
の方法もあるので、ご理解・ご
協力をお願いしたい。

新潟市西区流通センター２丁目３番６号

（昭和４３年７月２日第三種郵便物認可）第６４２号美 容 に い が た平成２０年１１月２０日（３）
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１２月１日�月 ディレクター２級メイク受験講習会③ 理美容会館
８日�月 ディレクター２級メイク評価認定試験 理美容会館

しんび会（アップスタイル） 新潟会場
２２日�月 しんび会（国家試験対策科） 新潟会場

しんび会（アップスタイル） 新潟会場
２６日�金 仕事納め

組
合
だ
よ
り
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※組合事務局年末年始休暇のお知らせ

１２月２７日（土）から１月４日（日）まで業務を休止させて頂きます
のでよろしくお願い致します。
尚、新年は１月５日（月）から通常業務となります。

厚生労働省後援 ����� ���
	
���������������
第４回となります「ハートフル美容師養成研修」を下記の通り開催
予定です。
ご高齢または身体の不自由なお客様が来店された際の、接客方法や
ケアの方法を学び、消費者ニーズにお応えし、今後の高齢化社会に合
わせて、是非１サロンにお一人の受講をお願いします。
会場に集まるのは開講式＆集合研修（疑似体験講習・認定試験）の
２日のみで、その間テキストをもとに通信教育となります。
尚、３０名以上の受講者で本研修の開催が可能になります。仮申込書
にて受講希望人数を把握し、研修開催の可否を決定致します。
受講ご希望の方は組合事務局まで受講（仮）申込書をご請求の上、必
要事項を記入し、所属支部長または、県組合事務局まで郵送または
FAXにてお申込み下さい。

多数のご応募をお待ちしております。

生活衛生資金貸付利率一覧表（適用日：平成２０年１１月１３日、年利：％）

仮申込期間 平成２０年１１月４日（月）～平成２１年１月１３日（火）
開講式・おしゃれ術（半日）平成２１年２月２３日（月） 会場：理美容会館
集合研修（１日）平成２１年４月２７日（月） 会場：新潟理容美容専門学校

★受講資格は美容師免許をお持ちの組合員とその従業員に限ります。
★組合ＨＰ（http://www.biyouniigata.com/）からも仮申込みができます。

コラム 美容師の卵たちのメッセージ………�

全国学生技術コンテストで得たことカットコンテストに参加して
美容科１０回生

東京学館新潟高等学校出身
美容科１０回生

高志高等学校出身 松井 七海渡邉 直子
私は、９月３０日に行われたカットコンテスト（校内）に参加しまし
た。
今回のコンテストでは、４０分という限られた時間の中でスタイルを
仕上げなくてはいけませんでした。まず、自分の中で今回はどういう
スタイルを作りたいかを決めてからカラー選びをしました。そして、
動きのあまりないスタイルを作りたいと思ったのでカラーもそれに合
わせ、ツヤや暖かみの出ない寒色系の色を選びました。動きをつけな
いスタイルな分、フロントや顔まわりのカットラインをできる限り綺

麗に出せるように気を配って仕上げました。
審査の結果、４つのサロン様の内、３つのサロン様から選んで頂き、賞を得ることができました。賞
を頂いたことで、自分に対して自信を持てるようになり、また、もっと良い作品を作ろうという高い向
上心も持てるようになりました。
今回のコンテストでは、自分がやりたいこと、また作りたいものを明確にイメージし、それを実現さ
せることのできる技術力が大切だということに気が付くことができました。
これからはもっとセンスを磨き、それを形にしていける技術を身に付けていきたいです。
そして美容師として働きだした時、たくさんの人を笑顔にしていけるようになりたいです。

２００８年１０月。
１０月３１日に東京で行われた全国学生技術コンテストに出場するため
に、朝から晩まで必死になった一カ月。振り返れば、あっという間で
した。辛い練習ばかりと覚悟して挑んだ全国は全てが本当に楽しいこ
とばかりでした。
自分の作りたいスタイルをデッサンで表すことから練習は始まり、
次はウイッグで形作り。バランスやツヤ、悪いところはお互いに指摘
し良いところはほめ合いました。練習内容は割と私達三人に一任され
ていたため、進歩が見えないと悩み、自分自身と戦う日々でした。し

かし、だからこそ得ることはたくさんありました。
コンテスト当日は、前日に全校生徒の前でカットリハーサルしたことや、学校のたくさんの方々に応
援され送り出されたことを自信に、程良い緊張状態で挑むことができました。賞には届かなかったけれ
ど今までで一番という作品が作れたこと、そして何より一緒に頑張ってきた仲間が準優勝に輝けたこと
が誇らしく嬉しかったです。
私はこの一カ月で最高の先生と仲間から、たくさん学び、たくさん支えてもらいました。技術が上達
したことももちろんですが、人としても大きく変われた気がします。この日々を忘れず今後にも生かし
ていきたいと思います。

Produced by 新潟理容美容専門学校

特別利率C

１．５５

１．６５

１．７５

１．８５

１．９５

基準利率

２．７５

２．８０

２．８５

２．９０

２．９５

償 還 期 限

１２年超１３年以内

１３年超１４年以内

１４年超１５年以内

１５年超１６年以内

１６年超１７年以内

１７年超１８年以内

１８年超１９年以内

１９年超２０年以内

特別利率F

２．１５

特別利率C

１．３５

１．４５

基準利率

２．４５

２．５０

２．５５

２．６５

２．７０

償 還 期 限

５年以内

５年超 ６年以内

６年超 ７年以内

７年超 ８年以内

８年超 ９年以内

９年超１０年以内

１０年超１１年以内

１１年超１２年以内

※開催日時、会場は変更になる場合があります。

『１０月１日より国民生活金融公庫は株式会社日本政策金融公庫となりました。』

（４）（昭和４３年７月２日第三種郵便物認可）第６４２号美 容 に い が た平成２０年１１月２０日


